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日 時  ２０２４年（令和６年）４月２２日（月） 

場 所  藤沢市役所本庁舎 ８階 ８－１・８－２会議室     

 



日時： ２０２４年（令和６年）４月２２日（月）
午前１０時から

場所： 藤沢市朝日町１番地の１
藤沢市役所本庁舎８階　８－１・８－２会議室

１ 開　会

２ 議事録の確認

３ 議題

（１）社会教育関係事務のあり方について

４ 報告

５ その他

６ 閉会

令和６年度藤沢市社会教育委員会議４月定例会
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（出席委員） 

稲川由佳・小笠原貢・越智明美・窪島義浩・川野佐一郎 

後藤智子・西村雅代・平野まり・福家大輔・三宅裕子・矢尾板丈明 

（事務局） 

横田参事・浅上主幹・田髙主幹・守屋課長補佐・菅谷上級主査・渡邉職員 

 

********** 午前１０時００分  開会 *********** 

 

稲川議長        皆様おはようございます。それではこれより社会教育委員会議 4 月の

定例会を開催したいと思います。本日も定例会の円滑な進行につきま

してご協力をよろしくお願いいたします。事務局から欠席委員の確認

および会議の成立について報告をお願いいたします。 

 

事務局          藤沢市社会教育委員会議規則第 4 条により、審議会の成立要件とし

て、委員の過半数以上の出席が必要とされております。委員定数 15

名に対して本日の出席委員が 11 名であることから、会議は成立いたし

ましたことをご報告申し上げます。 

ご欠席の委員は、瀬戸内副議長、伊藤委員、田口委員、西尾委員で

す。 

 

稲川議長        本日傍聴者はいらっしゃいますでしょうか。 

 

事務局         いらっしゃいません。 

 

稲川議長        それでは、事務局より本日の資料の確認をよろしくお願いいたします。 

 

事務局          （資料の確認） 

 

稲川議長        それでは議事に入る前に 3 月の定例会の議事録の確認をしたいと思

います。 

修正がありましたら、事務局よろしくお願いいたします。 

 

事務局          今回、議事録について修正のご依頼をお１人からいただいており、修
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正した形でお配りしております。 

 

稲川議長        その他、ご修正のある方がいらっしゃいましたらこの場でご発言をお願

いいたします。特にないようですので、３月定例会の議事録はこれで確

定とさせていただきたいと思います。 

それでは、議題に入ってまいりたいと思います。 

議題はこの一つだけになりますけれども、(1)社会教育関係事務のあり

方についてです。前回の会議における審議をもとに、議長、副議長に

おいて答申の修正案を作成し、委員の皆様には 4 月 16 日に送付さ

せていただきました。本日はこの答申の修正案について審議を行い、

答申をまとめていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

今回の案について改めて説明させていただきますが、前回議長からお

送りしました議長案に関して、3 月には皆様といろいろ議論をさせてい

ただきました。 

議事録を読んでいただければおわかりになりますが、3 点ご意見があり

ました。 

まず矢尾板委員から、現状把握を入れるということが非常に大切では

ないか、というご意見がありました。それと、この答申案の３（２）「担保措

置としての教育委員会及び社会教育委員会議の関与」について、これ

をもう少しわかりやすく整理をするという話がありました。そして三つ目と

しましては、議長案では最後に付帯意見を入れておりました。しかしこ

れに関しては、両論併記というような、統一が図られていないように見え

てしまうというご意見もありましたので、両論併記というような形にならな

いように、付帯意見は外させていただきました。しかしこの、私達が非

常に議論していた部分の意見に関しては、3（１）に内容は明記されて

いるという意味で、付帯意見を外すということです。この 3 点を変更す

るような形で今回の最終案とさせていただき、採決させていただくべく

答申の案をお作りしまして、皆様にご送付させていただいた次第になり

ます。 

今日皆様からお気づきの点またご意見があればお願いしたいと思って

おります。ただ、大幅な修正をするということでしたら、ご意見として賜り
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たいとは思いますけれども、事前にお送りしてお読みいただいていると

思いますので、例えば、文言を、ここをこのように修正してほしいという

ようなご意見がありましたら、修正して新たにもう一度審議をするのでは

なく、このように修正しました、というような形で案の中に含んでいきたい

と私は思っております。 

そのような進め方をさせていただきたいのですが、最終的なお渡ししま

した案につきまして、今から皆様のご意見ご質問を頂戴したいと思いま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

前回、小笠原委員の方からフォーマットを作って、先に皆様から統一し

た形で質問や意見を聴取されたらどうかというご意見をいただいており

ました。ただなにぶん皆様にこの最終案という形でお送りしたのが非常

にタイトなスケジュールになってしまったので大変申し訳なく思っており

ますが、この場でご意見をお出しいただければと思っております。重ね

てよろしくお願いいたします。 

ご意見ございますでしょうか。 

いかがでしょうか。特にないということでよろしいでしょうか。 

それでは、今回の案を答申として決定するということにいたしたいと思

いますが、皆様いかがでしょうか。 

＜委員からの拍手あり＞ 

それでは皆様の拍手をもって、この答申案を決定とさせていただきた

いと思います。どうもありがとうございました。軽微な修正もないというこ

とで、議長としては大変ありがたく存じます。 

それではこれに関して、かなり長い間議論、また私の方からもいろいろ

修正案を出させていただいたのですが、何かこれに関しての今までの

議論についての感想や、言っておきたいというようなことがございました

ら、ご意見やお話を賜れればと思います。何か今までの議論に対する

感想などはございますでしょうか。ありましたらぜひこの場で述べていた

だきたいと思います。いかがでしょうか、私の方から指名させていただき

たいと思います。西村委員いかがですか。 

 

西村委員        本当にありがとうございましたの一言でございまして、前回いろいろと細

かなところや考え方などを扱いましたが、皆様それぞれのご意見をいた
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だいたり、それから社会教育委員会議の役割そのものについても、そ

の中で結構出てきたのではないかと思います。事務局任せになどとい

う話が出てきたところに「ん？」と思いながらいたのですが、事務局の方

に手伝っていただきながら、ここの会議の場で、皆さんで意見をお伺い

したことを議長にしっかりとまとめていただきました。本当にずいぶんと

時間がかかったと思いますが、ありがとうございました。 

 

稲川議長        他にどなたかいらっしゃればと思うのですが、皆様から一つずつご意見

をいただけますか。矢尾板委員いかがでしょうか。 

 

矢尾板委員       議長、副議長のご尽力、それから事務方のしっかりしたサポートをいた

だきまして、濃密な審議ができたんだろうと思います。その結果、私達

の英知を結集した成果物という形で今回の答申に立ち至ったことを非

常に嬉しく思っております。今後のことになりますけれども、この答申案

というものが教育委員会に提出されて、それから総合教育委員会議で

も議論されるんだろうと思います。それでその後ですけれども、これは

条例に繋がることなんだろうと思います。そこも見据えながら、委員個

人個人がしっかり説明責任を果たせるような準備をしていくんだろうと

思っております。 

いろいろ今ご決定いただきましたけれども、条例の審議を見据えてのコ

メントとすれば、これは非常に大きな政策転換なんだろうと思います。あ

の政策を立案するに際しては、この場でもいろいろご議論が出ましたけ

れども、エビデンス・ベースト・ポリシー・メイキングという手法ですね。 

これは中央官庁は全てやっておりますし、主要な自治体も先進的な自

治体も取り入れているということでありますが、今回答申に盛り込まれ

た、事実の整理の部分ですね。2 の部分は、まさにエビデンスをしっか

り示しているということなんだろうと思います。これに基づいて、私達の

判断はどうだったということを、今後の条例審議においてもまた審査さ

れていくんだろうと思っております。それはおそらく全ての政策形成の

中で、例えば立法の際にも、立法事実というところをまず認定して、そ

れで立法に繋げていくということを国会でもやっております。中央官庁

の政策形成もエビデンス・ベースト・ポリシー・メイキングという形でやっ
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ております。それから私の立法府での経験の中でも、民間ともいろいろ

協調することがあり、民間のシンクタンクと協調して報告書を作るという

こともありました。その際にも、このエビデンスをしっかりと確認するとい

う作業を一緒にやっていました。それから経済界にもいろいろな経済

団体がありますけれども、そのようなところの政策提言の中でも、現状

分析というものをしっかりやっていただろうと思います。 

今般の答申は、そういった世の中で行われている政策形成にしっかり

適合するような判断枠組みのもとで作られたのだろうと思っております。

これをもとにして今後説明責任を果たしていくわけですが、また議長に

おかれましては、おそらく条例審議の場で、いろいろな質問を受けるか

もしれませんが、そういった場合はぜひ、事務方において想定問答な

いし、そういった事務的なサポートをしっかりしていただければ非常に

ありがたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。議長、本当

にありがとうございました。 

 

稲川議長        小笠原委員いかがでしょうか。 

 

小笠原委員       いろいろ大変だったと思いますが、本当にありがとうございました。一

番議長と副議長がご苦労されたのかなというふうに思っておりますの

で、改めて感謝申し上げます。私の感想としては前回にもお話をしまし

たが、体裁とか整え方にずいぶん時間がかかったなというのが個人的

な感想です。 

体裁だとか整え方も大事ですが、一番大事なのはやはり中身だと思い

ますので、その体裁の整え方については、以前も話した通り、行政に

携わっている人、または民間企業で働いていた人――A 社で働いてい

た人、B 社で働いていた人、それぞれ整え方はその企業の色が出て、

全然違うんですね。そこを踏まえた上でやっていかないと、無駄な時間

がそこにずいぶん費やされるということになってしまうので、次回以降

は、体裁の整え方も非常に大事ですが、それは人それぞれ、また考え

方によって全然変わってくるということを認識した上で、中身が一番大

事だということで議論を進めていけばいいのかなというふうに思っており

ます。本当にありがとうございました。 
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稲川議長        では三宅委員お願いいたします。 

 

三宅委員        本当に様々な、多様なご意見をいただきながら、大変充実した論議を

重ねてこうした答申を作成できたことは大変幸せですし、ありがたいこと

だと思っております。議長と副議長におかれましては、本当にご苦労

で、多分この会議の場ではなくても、おうちに帰ってもずっといろいろ

悩みながらやられたんじゃないかなと思い、心から敬意を表しますし、

感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

 

稲川議長        平野委員お願いいたします。 

 

平野委員        答申の確定ということで、毎回毎回とても熱い話し合いが行われまして

敬服しておりました。私はほとんど傍観者のような立場で話を伺ってい

て、皆さんの考えの深さに毎回毎回本当に頭の下がる思いでした。議

長、本当にありがとうございました。 

 

稲川議長        窪島先生お願いいたします。 

 

窪島委員        事務局の皆様のご苦労・ご心痛、その他いろいろとあったこの 1 年間、

1 年以上だっただろうと思います。まずはそれに感謝申し上げたい。あ

りがとうございました。 

それから、前回の会議を欠席させていただいたにもかかわらず、あの

議事録を見ると、窪島の名前があちこちに出ていて、自分の意見が物

議を醸したのだなと思い、少し申し訳なく思っております。学校教育の

場から出ている人間ではありますが、学校教育と社会教育、両輪という

ふうに思って、いろいろと意見を言わせていただいた中で、取り上げて

いただいた部分も多かったかなと思っております。感謝しかないと思っ

ております。ありがとうございました。 

 

稲川議長        後藤先生お願いいたします。 
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後藤委員        私も学校というところの意見を、ということでこの席に座らせていただい

ている立場から、何か言わなければと思いながらも何を言っていいの

かな、というのを迷った 1 年でもあったかなと思います。また皆さんの違

う立場のご意見をいろいろと聞かせていただいて、なるほどと思うところ

がたくさんありました。大変勉強になりました、ありがとうございました。 

 

稲川議長        越智委員お願いいたします。 

 

越智委員        まず私も、最初にこの答申がまとまりましたことに対して、皆様のご意見

をいろいろ聞かせていただいたことに感謝するとともに、議長と事務局

の方にお疲れ様と申し上げたいと思います。 

私は藤沢市子ども会連絡協議会から来ておりますので、地域の子ども

会のまとめ役という形ですが、私達の子ども会も、地域教育であり福祉

であり、というところとかなり関わるところもあるので、多分この席に呼ば

れているんだろうなと思っていました。 

その中で最初、どこがどういう会議なのか、なかなかわからなかったし、

何の目的にやっているのかも、実を言うとなかなかはっきりしなかった

です。最初にいただく次第の紙に、もう少し具体的に書いていただける

と、事前に、「前の資料を読んでいこうかな」ということもできたと思うの

ですが、その辺りは勉強不足で、むしろ川野先生のお話など、とても勉

強させていただいたところもありました。お役に立てなかったかもしれま

せんけれども、いろんな経験をまた自分の会に持ち帰りまして活用でき

ればと思います、ありがとうございました。 

 

稲川議長        福家委員お願いいたします。 

 

福家委員        私も最初に議長と副議長、事務局の皆様のご尽力に感謝いたします。 

改めてこの年の内容を見させていただくと、やはりここの 3 番の「事務

移管に関する本会議の評価と担保措置等についての考え方」というと

ころが我々の意見として出た部分かなと思いますが、全体を通して見る

と大変説得力のある内容だと思いますし、ここをこのような形で文章に

していただくことで、社会教育のあり方や、それと教育委員会行政の関
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わり方といったところが、改めて自分の中でも、うまく整理できたと思い

ます。この資料として、最終的に答申の形でとても良いものができたの

かなと思っています。本当にありがとうございました。 

 

稲川議長        川野委員お願いいたします。 

 

川野委員        最初と最後に、問題提起とまとめのときに出てきて大変心苦しいですけ

れども、よくまとめていただいたと思います。そして皆さんのご意見、1

年間かけていろんな意見を交換して、本来の審議会というか、会議とし

てのあり方として、それぞれの主体的な意見に基づいてこの答申がで

きたというふうに私も評価をしています。 

僕は公務員を退職する前から大学に併任で行っていましたが、職責は

全うして、最後は教育の仕事や、福祉の関係の仕事をやりました。学生

たちに対しては、教育を専攻している学生に福祉のことを教え、福祉を

専攻している学生には教育を教えていくということをやっていました。福

祉の方はとても熱心な大学で、福祉のケースワーカーという人たちと、

それから教育の専門職の人たちも、非常にそれぞれ相通ずる専門性

を持っていたということで、僕自身は大変勉強になりました。自分の中

で温めていた、教育の実施と自由という研究事項についても学会等で

も発表して、論文を書いてきました。その中で、最初の問題提起をさせ

ていただいたのが 1 年前のことでした。この場で僕もいろいろ発言した

ことに対しての一番のキーワードは、前回窪島先生が指摘した、政治

的な中立性ということについての専門職としてのあり方という部分だと

思います。社会教育主事のことが抜けていたので、確かに教育委員会

における社会教育主事がどういう資格を持って仕事をしているのかとい

うのは、前回ごろから皆様もおわかりになったのではないかなと思いま

す。文部科学省も最近は社会教育士の方を宣伝しているものですか

ら、どうしても社会教育をこれから担っていくのは社会教育士である、と

いうようなまなざしになりますけれども、戦後日本の社会教育を大きく支

えてきたのはやはり社会教育主事だったのです。窪島先生はおそら

く、これを無視するわけにいかないという指摘をされていたのだと思い

ます。 
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ただ、教育委員会内部における社会教育主事の立場というのは非常

に弱いです。何に比べて弱いかというと、学校教育の教員であれば教

育委員会における指導主事という先生がいて、その人と同じような仕事

をしているにもかかわらず、教育委員会内における社会教育主事の位

置づけがすごく低いんですね。 

例えば、藤沢市もそうか分かりませんが、私の経験の中では、指導主

事はそのまま管理職になり、実績を上げれば部長職や教育長職になる

というルートが開かれています。しかし、社会教育主事は、資格は条例

に位置づけられているものの、給与の体系として、管理職の給与体系

がないのです。 

ですから、社会教育主事を名乗りつつ管理職になることはできません。

ちょうど４０歳くらい、係長から管理職になるくらいの年齢の人たちは、

専門職を選ぶのか管理職を選ぶのかという分岐点になります。そうする

とどうしても、家庭を持ち子どもが小さいという場合には、専門職を諦め

て管理職になりたいというような希望を持っている。そこで閉ざされてし

まうという、現場のスタッフとしては位置づけもあいまいな中で、前途

洋々ではないポジションにあるわけです。 

そういうことを私は現場の出身ですから、学会等でいろいろ話すわけで

す。そうすると、ずっと研究者をしている立場の人たちは、社会教育主

事とはどういうことをやっているのかわからないという発言をします。ま

た、全国市長会という首長クラスの会があるのですが、それが文部科学

省に対して、教育委員会に社会教育主事を置くのではなくて、首長部

局に置いて活用したらどうかという意見を出していました。 

それに対して、私は、違うと抵抗してきたつもりです。 

ただ一点、教育の場において、政治的な中立性をどう保っていくのかと

いうことです。これはとても難しい問題ですね。 

いろいろ勉強しましたけれども、政治的中立性というのは教育側の問

題ではなくて、政治の問題だと思います。政府が中立性を保たれない

と、やはり教育はその 1 分野ですから。今回も委員会の中でも議論しま

したけれども、どのように考えていったらいいかということは、まだ先の

部分があるのではないかな、と私は思っています。総括という意味では

そう思っています。 
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最後に、以前の回に少し発言したことですが、都市の形というのはこれ

から大きく変わるでしょう。おそらく今よりもデジタルを使って、仕事の内

容や職務や職員体制や、それから仕事のやり方そのものが大きく変わ

るという、大げさに言えば明治維新くらいの変わりようになるだろうという

ふうに思っています。 

あと 5 年 10 年経ったら、地方自治体で大きく変わっていく。状況だけ

大切なので説明したいと思っています。ご存知ないかもしれませんが

地方自治法改正です。国の指示権という言葉ですが、有事には国が

地方自治体に対して指示できるという特例事項を盛り込んだ法改正を

しようという提案が３月に出ています。建前は、いわゆるコロナ禍で、全

国の小・中学校に休校を指示した実績があるということです。それから

大規模災害のときに、自治体の指揮権まで介入できるというふうに法改

正をしていくのではないか。おそらく、教育の現場に対しても、コロナ対

策だけでなく、いろいろなことが大枠の中で指示できるということになる

と、教育の自由が、政治的中立性が危ぶまれる状況になっていくかも

しれない、というのが今の状況です。 

ですから、もう今回は、私達もまとめたものでこういう考え方ですけれど

も、あと５年、６年したらまた全てが大きく変わるかもしれない、ということ

だけ、少し考えてほしいなというふうに思います。 

 

稲川議長        皆様からこの答申に関して一言ずつ賜れまして、ありがとうございます。

皆様のご意見をお伺いしながら一つにまとめていくというのが本当に大

変だったとも感じましたが、最終的にこのような形にまとめることができ

ましたことを、本当に皆様に感謝申し上げます。ありがとうございます。 

このように答申がまとまりましたので、今後の取り扱いについて、事務局

から説明をお願いしたいと思います。 

 

事務局          こちらにつきましては、そもそも教育委員会から諮問機関である社会教

育委員会議への諮問を受けての答申という形になりますので、こちらを

教育委員会の方にお渡しするという形になります。方法については、

今後、教育委員会と事務局の方で調整をさせていただきたいと考えて

おります。諮問を受けたときも教育委員の皆さんと、議長・副議長と諮
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問を受け取って、その後意見交換をさせていただいたという経緯がご

ざいますので、今後、５月中に、教育委員会と日程調整をし、また議

長・副議長とも日程を合わせた形で、答申をお出しするとともに合わせ

て、この内容について意見を交換していただいて、お返しをしていただ

ければというふうに考えております。 

それでよろしければ、決まり次第、皆様にメール等で、いつ、どういった

形でお渡しするかご報告をさせていただきたいというふうに考えており

ます。 

また、今後のこの答申を受けての取り扱いですが、こちらも教育委員会

の方に委ねるという形になりますけれども、教育委員会の方で、この答

申を受けて、それに対する一定の方向性を示していただくのかなと考

えております。先ほど矢尾板委員からもお話がありましたが、最終的

に、特例条例を制定という形になりますので、おそらく１２月ごろの議会

でということになるかと思います。それに向けてまた、段階ごとに皆様に

ご報告する時点があると思いますので、その際はその都度、この委員

会の中で、「現在教育委員会からこのような内容が出されています」と

か、「ここまで進んでいます」ということはご報告させていただきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

稲川議長        教育委員会への答申の進め方についてはよろしいでしょうか。それで

はそのように決定させていただきたいと思います。 

またこの度、答申がまとまりましたので、5 月の定例会に諮る議題はな

いということになります。今期の定例会については、本日をもって最後と

させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは続きまして、次第の４「報告」に入りたいと思います。委員の皆

様から報告事項はありますでしょうか。西村委員お願いいたします。 

 

西村委員        口頭報告で申し訳ありません。４月１０日に、スポーツ審議会に社会教

育委員会議代表で行ってまいりました。内容としては新しい職員の紹

介と、それから今年度、令和 6 年度の全体的な計画の報告を受けまし

た。 
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稲川議長        他に何か会議に出席されたという方がいらっしゃいましたらご報告をお

願いしたいのですが、なければ私から報告をさせていただきます。皆

様のお手元に資料があると思いますが、神奈川県社会教育委員連絡

協議会の第３回理事会が行われたということと、令和７年度関東甲信越

静社会教育研究大会神奈川大会の第 1 回実行委員会が開催された

ということをご報告させていただきます。この会議は３月に開かれました

が、こちらの定例会には資料等が間に合わないというようなことと、終わ

ったばかりで取りまとめがまだできておりませんでしたので、今月にご

報告をさせていただきました。 

お手元に資料があると思いますが、まず理事会についてご報告いたし

ます。次第については表紙の見開きに書かれている通りになります。案

となっているものは、決算書・予算書以外は全て理事会にて承認され

ました。議題のうち（１）の「（ア）事業計画（案）について」について、私

達藤沢市の社会教育委員に関連のあることを申し上げます。 

この中の 1 ページをご覧いただきたいと思います。まずこちらの「４ 総

会」、それと「５ 研修会」、「7 地区研究会」です。地区研究会につい

ては、令和６年１１月２日に海老名市において、また令和７年２月４日に

大磯町において行われます。詳細につきましてはまた追ってご案内が

あると思います。もしご出席賜るようでしたら日付を確保していただけれ

ばと思います。 

続きまして「4 総会」につきましては 3 ページをご覧ください。令和６年

６月１０日月曜日の１３時３０分から１６時、会場は善行にあります総合

教育センターの講堂において行われます。次第につきましてはこちら

に掲載されている通りです。 

講演会につきましては、仮とはなっておりますが、「社会教育の変遷と

これからの社会教育」と題して、全国社会教育委員連合会長の鈴木眞

理氏が講師を務められます。皆様の任期中でもありますので、ご出席

いただけますとありがたく存じます。お願いいたします。 

それと「５ 研修会」につきましては 5 ページをご覧ください。令和 6 年

9 月 2 日の 13 時から 16 時 30 分です。こちらも総合教育センターの

講堂にて行われます。講演の後シンポジウムが行われます。この講師

とシンポジウムのファシリテーターは、青山学院大学コミュニティ人間科
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学部 コミュニティ人間科学科教授であり神奈川県の理事でいらっしゃ

います伊藤真木子教授が務められます。テーマは、こちらも仮とはなっ

ておりますが、「地域の地域力向上のためにそれぞれができること」で

す。来期のことになりますけれども、委員を続けていただける方はご参

加いただけますと幸いと存じます。よろしくお願いいたします。 

そして 6 ページ以降に、令和 5 年度実施事業、決算書、また 15 ペー

ジから１７ページには令和 6 年度の予算書について掲載されておりま

すが、今年度の第 1 回の理事会で、改めて修正されたものが報告され

るという予定になっております。 

そして、昨年度行われた地区研究会の概要が掲載されていますのでこ

ちらの方もお目通しいただければと思います。そしてその他といたしま

して、これは藤沢市に関わりがあることになりますが、21 ページにある

通り、令和 6 年度の役員の選出について、新たな選出方法が承認さ

れたということをご報告いたします。 

詳細を申しますと、会長・副会長について、いくつかのブロックにわか

れて会長・副会長を選出するということになっておりますが、（1）の第 2

ブロック第 3 ブロックの市の選出方法が、今までは第 2 ブロックは人口

40 万人以上の市と政令市となっていました。藤沢市は 45 万人に迫る

ということ第 2 ブロックに入っていますけれども、こちらが新たに、政令

市と 40 万人以上の市と、そして中核市という形になりました。第 3 ブロ

ックは人口 40 万人未満の市となっていましたが、ここから中核市を除く

ということになりました。具体的には、この中核市と言われているのは横

須賀市を指しています。現在、横須賀市は人口 40 万人を切っており

まして、今までの選出方法ですと、第 2 ブロックは横浜市、川崎市、相

模原市、藤沢市の 4 市だけになるということで、いつもこの持ち回りで

副会長を選出するという形になっていました。しかし、現在横浜市は社

会教育委員会議自体を休会しているということと、川崎市の理事が日

中の会議には出られないという旨を報告されていらっしゃいます。実質

は相模原市と藤沢市が 1 年おきに副会長を選出するというような形に

なっていたため、副会長選出の幅を広げるということで、中核市の横須

賀市を第 2 ブロックに帰属させるということになりました。そういうことで、

今後藤沢市から理事がもちろん出る形になりますけれども、副会長を
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選出する場合は、同じブロックの中に横須賀市が入って少し幅が広が

るということをご報告申し上げます。 

それと、社会教育委員に関する調査については実施方法と公開時期

が変更されることになり、これは 22 ページに掲載されている通りになっ

ております。 

理事会については以上の通りになります。 

続けて、関東甲信越静社会教育研究大会の神奈川大会に対する実

行委員会が行われました。 

この神奈川大会は令和 7 年 11 月 20 日と 21 日に横浜市を会場に社

会教育研究大会を行うものです。次の期の委員の方には大変ご協力

をいただくという形になるかと思います。未決定の部分が多くありますけ

れども、各市町村の分担は決まっており、藤沢市は運営部会に組み込

まれております。そちらはこの参考資料の、実行委員会の資料をご参

照いただければと思っています。 

こちらの分担表が、10 ページに掲載されております。藤沢市は運営部

会ということになります。 

役割の内容としましては、総合案内や分科会の案内などとなっておりま

す。説明とか申し込みの取りまとめなどは業者に委託するということに

なりますが、当日の受付案内等は社会教育委員がやることになると思

います。社会教育委員が行う研究大会ということになりますので、来年

のことになりますが、委員の皆様にもご協力いただくことになります。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

理事会および社会教育研究大会神奈川大会の第 1 回実行委員会に

ついては以上のようにご報告申し上げます。どうもありがとうございまし

た。 

それでは続きまして、次第の５「その他」に入ってまいります。 

委員の皆様から報告以外に何かありますでしょうか。特にないようでし

たら、事務局からのご案内をお願いいたします。 

 

事務局          今回の定例会の議事録についてです。5 月の下旬頃になるかと思い

ますが、委員の皆様に議事録をお送りいたします。お目通しいただき

まして修正点等がございましたら、事務局の方にお知らせいただきた
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いと思います。詳しくは議事録の送付の際にご案内をさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

稲川議長        それでは、早くなりましたがこれで 4 月の定例会を終了とさせていただ

きたいと思います。今回の定例会で答申案がまとまりましたので、今回

の定例会をもちまして任期が終了ということになります。先ほどは答申

案について皆様から一言ずつ頂戴しましたけれども、この 2 年、委員

をなさっていただいて、委員の皆様から社会教育委員についてのご感

想を一言ずつ頂戴したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

では、福家委員お願いいたします。 

 

福家委員        2 年間どうもありがとうございました。今まで全然経験したことのなかった

委員会になりますけれども、とても勉強になるというか、自分自身がいろ

いろなことを知ることができて、また委員会の場でこのような社会教育に

関する議論がなされていることも知って、これから先、いろいろな活動

にも生かしていけるのかなと思っております。 

これから、こういう委員会があるということを頭に入れつつ、選出母体が

藤沢の子どもたちのためにつながる会という、どちらかというと学校との

関わりが強い部分でありますので、そこで社会教育の部分をうまく生か

していければと思っています。どうもありがとうございました。 

 

稲川議長        越智委員、お願いいたします。 

 

越智委員        私も今日で終わりになると思います。子ども会も実は全国組織でして、

このように市町村があって、県があって、全国という繋がりの会議がある

という形です。この資料をいただきまして、やはり関東ブロックのようなも

のがあるんだなということがわかりました。 

地域で活動している保護者にとってみると、もうそういうものには関心が

ないのと、情報もないですけれども、まずそういうことに対しての時間を

取ることができない人が増えていまして、藤沢市の子ども会も、委員は

15 年ぐらい、平均すると 20 年ぐらいやっている人が多くなってきて、80

代でも続けていて、そろそろこの会をやめようか、というところが現状で
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す。ずっと長く続けている、例えば青少年指導員協議会は、おそらく毎

年学校から選出されているので、ある意味では続いてると思いますけ

れども、昔のような形ではなくて、保護者の生活自体も変わっているし、

考え方自体も大きく変わっているので、同じように続けていくのが難し

いなと思います。その中において私はおそらくこの会議は１０何年ぶり

ぐらいかにまたお邪魔しているかと思います。前のときはもっと具体的

な内容で、子どもの放課後の生活をどうするか、といった過渡期だった

と思いますけれども、いろいろな事例を知ることができました。自分もま

だ子育て中で、非常に役に立った記憶があります。今回はこのように答

申のことが多かったので、現状ではこういうふうに皆さん把握されたとこ

ろがスタートなんだな、ということが確認できたというところです。 

でも実はやはり、以前とはもっと変わっていると思います。これは、もう

半歩遅いかな、と思いましたけれども、それはまた私達が現場で活動し

ていくうちに、いろいろ皆さんのところにご意見を届けられたらいいなと

考えました。いろいろ勉強させていただきましてありがとうございました。 

 

稲川議長        後藤委員お願いいたします。 

 

後藤委員        私も 2 年過ぎましたので、今日が最後となります。大変お世話になり、

ありがとうございました。学校の方は、これから学校運営協議会がどの

学校にも設置されて少しずつ進んでいくかなと思いますが、学校のほう

も、正直どういうふうに進めていったらいいかというところなので、いろい

ろ模索しながら進んでいくかなと思います。そうなっていくと、学校だけ

でということではなく、地域の力を借りながら学校運営していくという新

たな形に変わっていくかと思いますので、またいろいろなところでお世

話になると思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

稲川議長        窪島委員お願いいたします。 

 

窪島委員        前任の委員の欠員での 1 年間、今回の委員としてお世話になりまし

た。まずはありがとうございました。1 年間だったはずですが、なんだか

自分としては 2 年以上喋り尽くしたかのようにも感じています。それだ
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け中身の濃い 1 年間だったかなと思っております。 

中学校の学校教育の場から出させていただいておりまして、先ほども

社会教育と学校教育と両輪というふうなことを申し上げましたが、その

気持ちはずっと持っていかないといけないなというふうに自分自身にも

言い聞かせております。 

子どもたちが学校に上がる前、そして学校を卒業した後に関わる教育

の場でもある、この社会教育の場、生涯学習の場を大事にしていけた

らいいなと思っております。1 年間どうもありがとうございました。 

 

稲川議長        次は、本来ならば伊藤先生ですが、今日は欠席されており、代理の先

生がお越しになられております。本当に伊藤先生には 2 年間お世話

になりましたので、どうぞお伝えくださいませ。ありがとうございます。 

では平野委員お願いいたします。 

 

平野委員        藤沢市体育協会というところから、ここに派遣されてまいりました。何期

目になるか、もう 2.5 期目ぐらいだと思うんですけれども、平日のこの時

間に、この会議に出席ができるという人がなかなかいないのですね。私

は残念ながらあまりお役に立てなくて、ただただ、皆様に申し訳ないな

という気持ちの方が多いです。ただ皆さんには大変にお世話になり、あ

りがとうございました。今後はどうなるかわからないですが、なんと言うの

かな、もう少し役に立てる人選をしたいと思っています。ありがとうござ

いました。 

 

稲川議長        三宅委員お願いいたします。 

 

三宅委員        大変お世話になりました。公民館も、今回の答申を受けて新しい施設

に変わっていくということで、先ほどは矢尾板委員の方からもお話があ

りましたが、それがどういう形でスムーズに移行して、市民の方に対して

も良い形で運営していけるようになるのかということが少し心配でもあり

ますし、また反対にいい方向に行くのであれば、それも期待したいなと

いうようなところです。この会議に出ていろいろなご意見を伺うことがで

きて、本当に良かったと思っております。本当にありがとうございまし



18 

 

た。 

 

稲川議長        小笠原委員お願いいたします。 

 

小笠原委員       私は公募委員で、2 年間本当にお世話になりました、ありがとうござい

ました。私は一般企業に勤めていて、定年退職をしていろいろなことを

やり、その一環としてこちらにも参加させていただきました。先ほども言

ったように、企業にいると、いろいろな凝り固まった考え方は企業企業

でありますけれども、私もずいぶん凝り固まった考えで企業人生を勤め

ていたなと実感させていただきました。皆さんの非常にさまざまな意見

を聞いて、こういう考え方もあるんだな、と非常に学ぶところがあったか

なと思っています。私も、藤沢市に転勤で平成 4 年に来てずっと住ん

でいますが、これからも死ぬまで住むわけですから、これからより良い

藤沢市になるように、こういった会議を通して社会教育が充実して、より

良い藤沢市になるように願っております。本当に皆さんありがとうござい

ました。 

 

稲川議長        矢尾板委員お願いいたします。 

 

矢尾板委員       改めまして議長・副議長、それから委員の先生の皆様にお礼申し上げ

ます。様々な選出母体の皆様、それから学識の方々からですね、非常

に広範囲な視野に、示唆に富んだご意見をいただきまして、私自身大

変勉強になりました。 

それからの審議の過程で、今回の答申と、前回の進捗管理の報告書

ですね。その際にも現場も視察させていただき、藤沢市の姿勢を足元

で見ることができました。これも私にとって非常に有意義な経験でござ

いました。これからも市民目線を大事にしながら藤沢市の姿勢を拝見し

ていくとともに、自分自身も生涯教育ということに注力して参りたいと思

います。本当に皆様ありがとうございました。 

改めまして御礼申し上げます。 

 

稲川議長        西村委員お願いいたします。 
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西村委員        皆さん本当にありがとうございました。私もこれで２期務めさせていただ

いたのですが、最初の 1 期のときは計画を作るということで、具体的な

中身など 5 割で、今回は答申ということで、全く違う視点から関わらせ

ていただくことができ、大変勉強させていただきました。元々私も公募

委員です。動機としては、退職してから、仕事をしていた間では自分に

とってベッドタウンだった藤沢市に貢献したいと思ったからです。仕事

の関係上、県の仕事と行政とか、茅ヶ崎市にいたので茅ヶ崎市の行政

などに関わらせていただきましたし、あるいは学校教育という形で仕事

をしました。退職後、何とか地域のお役に立ちたいということで、できる

かどうかわからないけれども、やらせていただきました。お役に立つどこ

ろか、本当に勉強させていただくことが多くて、私の社会教育主事の資

格なんか、どこに行ってしまったんだろう、というような思いもあった 2 年

間でした。本当にこれからも、市民目線でもう一度、藤沢市という地方

行政、この中を自分自身もう少し見届けられるような勉強をしていきた

いと思います。ありがとうございました。 

 

稲川議長        川野委員お願いいたします。 

 

川野委員        よくまとめていただきました。今の稲川議長の前の議長をやらせていた

だきましたので、それも含めて、反省の弁を一言だけ述べたいと思いま

す。実は一番憂いていることは、世界でも日本の子どもたちに対する教

育費が低い方だということです。いろいろな人が意見を言っています

が、確かにそうだなと思います。これから日本は、これから育つ子どもた

ちのために多くのお金をかけて教育をしてもらいたいなというふうに思

っています。本当にそれが皆さんにも伝わればいいなと思いますの

で、一言まとめのご挨拶ということです。 

 

稲川議長        皆様どうもありがとうございました。最後に私も少しだけお話させていた

だければと思います。この 2 年間、拙い議長で皆様にはご迷惑、ご心

配をおかけしたと思っています。極力議長として自分の意見は出さな

いようにしたいと思っていました。この平場でも皆様からのご意見をでき
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るだけお伺いし、それをできるだけ盛り込んでいくというような形にした

いと思いながら運営して参りました。少し力が足りないものですから、会

議があっちに行ったりこっちに行ったりと、そのようなことでご心配もお

かけしたかと思っております。 

ただ皆様からたくさんのご意見を賜ることができたかなと思っておりま

す。社会教育委員会議は本当に皆様いろんなバックグラウンド、ご経

験をお持ちになられた方が一堂に会し、藤沢市の社会教育について

ご議論いただくという、本当に貴重な場だと思っております。 

ですから、選出母体や今までのご職業、今持っているお仕事、ご家庭

そのことを全てお持ちになってこちらの方にご出席いただいていると思

いますので、たくさんのご意見をいただけたなと、とてもありがたく思っ

ています。私はちょうどこれで５期目が終わり、もう丸 10 年、委員をさせ

ていただいておりましたので、10 年前を振り返ると、今まで議長も副議

長もさせていただきましたけれども、毎年毎年、教育がさまざまに言わ

れているなとも思っております。 

提言書を出すときもそうでしたし、今回の答申を出すときもそうですし、

毎年で同じときは全くないなとも思っております。その中で、皆様の英

知をここで出していただいて、その都度その都度、もしかしたらもう少し

できたのかもしれない、と思うところもありますけれども、今回もこのよう

な形で答申をまとめることができたということは、非常にありがたく思って

おります。 

皆様にはご心配、ご迷惑をおかけし、議長は大丈夫かと思っていただ

いたかと思いますけれども、ようやく最後の定例会まで持ってくることも

できましたし、来月には答申を教育委員会にお持ちすることもできると

いうことになりました。本当に皆様にはたくさんご協力、ご意見を賜りま

した。 

この場でお礼をさせていただきます。本当に 2 年間どうもありがとうござ

いました。 

それでは最後に横田参事からご挨拶をいただければと思います。 

 

事務局          議論が順調に進んだということで、今回で最後でございます。今回は

諮問に対する答申、議論が本当に大きなウエイトを占めていたと思い
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ます。 

様々お話がありましたけれども、お立場でいろいろなご意見もいただき

ましたし、それからお立場であるとか、あるいはご自身のお考えで受容

できないこともたくさんあったのではないかと思いますが、答申としてお

まとめいただいたこと、本当に感謝をしております。今後は、この答申

に基づいて教育委員会の方でもご判断をいただき、実体の事務の方

に移っていきます。我々もそれを想定して、今いろいろな調整を進めて

おりますが、一つ申し上げたいのはやはり、このいわゆる条例改正だけ

でも、おびただしいくらいの条例を改正する必要があります。さらに

我々の方は、すんなりそれだけをやるのではなくて、現状の課題をしっ

かり捉えて、変えていかなくてはいけないのだ、という強い思いもありま

す。そのことは、これから 9 月定例会や 12 月定例会といった議会の場

でこれからやっていくことになります。そのあたりも委員の皆様には注目

していただきたいですし、それから肝心なのは 4 月以降ですね。どうい

った形でやっているのか、しっかりやっているのかもぜひ見ていただき

たいと思っております。 

我々としては強い思い、あるいは課題などを確かに捉え、しっかりやっ

ていくつもりですので、見守ってというよりも、何かあったらぜひご意見

をいただきたいなと思っております。 

では、2 年間のうちにご指摘いただいた部分、反省すべきところはきち

んと反省して次回に生かしていきたいと思っております。大変お世話に

なりました、ありがとうございました。 

 

稲川議長        横田参事、どうもありがとうございました。それでは皆様、本当にありがと

うございました。これで 4 月の定例会を終了とさせていただきます。委

員の皆様、2 年間どうもありがとうございました。 

 

********** 午前１１時１４分  閉会 *********** 

 

 

 

 

 


